
  
 

名取川・阿武隈川下流等流域治水協議会 規約 

  

 

（設置）   

第１条 「名取川・阿武隈川下流等流域治水協議会」（以下「協議会」）を設置する。  

  

（目的）   

第２条 本協議会は、令和元年東日本台風をはじめとした近年の激甚な水害や、気候変動

による水害の激甚化・頻発化に備え、名取川・阿武隈川下流流域において、あら

ゆる関係者が協働して流域全体で水害を軽減させる治水対策、「流域治水」を計

画的に推進するための協議・情報共有を行うことを目的とする。  

  

（協議会の対象流域）   

第３条 協議会は、一級水系名取川流域と一級水系阿武隈川下流流域を対象とする。 

 

（協議会の構成）   

第４条 協議会は、別表１の職にある者をもって構成する。 

   ２ 協議会の運営、進行及び招集は事務局が行う。 

  ３ 事務局は、第１項による者のほか、協議会構成員の同意を得て、必要に応じて別

表１の職にある者以外の者（学識経験者等）の参加を協議会に求める事ができ

る。 

  

（幹事会の構成）   

第５条 協議会の下に幹事会を置く。  

２ 幹事会は、別表２の職にある者をもって構成する。 

   ３ 幹事会の運営、進行及び招集は事務局が行う。 

  ４ 幹事会は協議会の運営に必要な情報交換、調査、分析、対策等の各種検討・調整

を行うことを目的とし、結果について協議会へ報告する。 

  ５ 事務局は、第２項による者のほか、協議会構成員の同意を得て、必要に応じて別

表１の職にある者以外の者（学識経験者等）の参加を幹事会に求める事ができ

る。 

 

（協議会の実施事項）   

第６条 協議会は、次の各号に掲げる事項を実施する。   

１ 名取川・阿武隈川下流流域で行う流域治水の全体像を共有・検討。  

２ 河川に関する対策、流域に関する対策、避難・水防等に関する対策を含む、「流

域治水プロジェクト」の策定と公表。  

３ 「流域治水プロジェクト」にもとづく対策の実施状況のフォローアップ。   

４ その他、流域治水に関して必要な事項。  

  

資料―１ 
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（会議の公開）   

第７条 協議会は、原則として報道機関を通じて公開とする。ただし、審議内容によって

は、協議会に諮り非公開とすることができる。 

２ 幹事会は、原則非公開とし、幹事会の結果を協議会へ報告することにより公開と

見なす。 

 

（協議会資料等の公表）   

第８条 協議会に提出された資料等については速やかに公表するものとする。ただし、 個

人情報等で公表することが適切でない資料等については、協議会の了解を得て公

表しないものとする。 

２ 協議会の議事については、事務局が議事概要を作成し、出席した構成員の確認を

得た後、公表するものとする。  

  

（事務局）   

第９条 協議会及び幹事会の庶務を行うため、事務局を置く。 

  ２ 協議会及び幹事会の事務局は、仙台河川国道事務所及び宮城県が共同で行う。 

 

（雑則）   

第１０条 この規約に定めるもののほか、協議会の議事の手続きその他運営に関し必要な

事項については、協議会で定めるものとする。  

  

（附則）   

第１１条 本規約は、令和２年９月１８日から施行する。   

令和２年 12 月 23 日改定 
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別表１ 

名取川・阿武隈川下流等流域治水協議会 構成員 

（構成員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仙台市危機管理監 

白石市長 

名取市長 

角田市長 

岩沼市長 

蔵王町長 

七ヶ宿町長 

大河原町長 

村田町長 

柴田町長 

川崎町長 

丸森町長 

亘理町長 

山元町長 

農林水産省 東北農政局 阿武隈土地改良調査管理事務所長 

気象庁 仙台管区気象台 気象防災部長 

宮城県 総務部長 

宮城県 農政部長 

宮城県 土木部長 

宮城県 仙台土木事務所長 

宮城県 大河原土木事務所長 

宮城県 仙台地方ダム総合事務所長 

東北地方整備局 宮城南部復興事務所長 

東北地方整備局 釜房ダム管理所長 

東北地方整備局 七ヶ宿ダム管理所長 

東北地方整備局 仙台河川国道事務所長 

（事務局） 
東北地方整備局 仙台河川国道事務所 調査第一課 

宮城県土木部河川課 
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別表２ 

名取川・阿武隈川下流等流域治水協議会幹事会 構成員 

（構成員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仙台市 防災計画課長 

仙台市 農林土木課長 

仙台市 都市計画課長 

仙台市 河川課長 

仙台市 下水道計画課長 

白石市 危機管理課長 

白石市 農林課長 

白石市 建設課長 

白石市 都市整備課長 

白石市 上下水道事業所 理事兼所長 

名取市 防災安全課長 

名取市 農林水産課長 

名取市 土木課長 

名取市 都市計画課長 

名取市 下水道課長 

名取市 消防本部 警防課長  

角田市 防災安全課長 

角田市 農林振興課長 

角田市 都市整備課長 

角田市 復旧推進室 

角田市 上下水道事業所長 

岩沼市 防災課長 

岩沼市 農政課長 

岩沼市 土木課長 

岩沼市 復興・都市整備課長 

岩沼市 下水道事業所長 

あぶくま消防本部 警防課長 

蔵王町 総務課長 
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蔵王町 まちづくり推進課長 

蔵王町 農林観光課長 

蔵王町 建設課長 

蔵王町 上下水道課長 

七ヶ宿町 総務課長 

七ヶ宿町 ふるさと振興課長 

七ヶ宿町 農林建設課長 

大河原町 総務課長 

大河原町 企画財政課長 

大河原町 農政課長 

大河原町 地域整備課長 

大河原町 上下水道課長 

村田町 総務課長 

村田町 企画財政課長 

村田町 農林課長 

村田町 建設課長 

村田町 上下水道課長 

柴田町 総務課長 

柴田町 農政課長 

柴田町 都市建設課長 

柴田町 上下水道課長 

川崎町 総務課長 

川崎町 農林課長 

川崎町 建設水道課長 

丸森町 総務課長 

丸森町 農林課長 

丸森町 建設課長 

亘理町 総務課長 

亘理町 農林水産課長 

亘理町 都市建設課長 
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亘理町 上下水道課長 

山元町 総務課長 

山元町 農林水産課長 

山元町 建設課長 

山元町 上下水道事業所長 

農林水産省東北農政局阿武隈土地改良調査管理事務所 企画課長 

気象庁 仙台管区気象台 気象防災部 予報課長 

宮城県 危機対策課 課長補佐 

宮城県 農村振興課 課長補佐 

宮城県 河川課 総合治水対策専門監 

宮城県 都市計画課 課長補佐 

宮城県 仙台土木事務所 河川部長 

宮城県 大河原土木事務所 副所長 

宮城県 仙台地方ダム総合事務所 技術次長 

東北地方整備局 宮城南部復興事務所 技術副所長 

東北地方整備局 釜房ダム管理所長 

東北地方整備局 七ヶ宿ダム管理所長 

東北地方整備局 仙台河川国道事務所副所長 

（事務局） 

 

東北地方整備局 仙台河川国道事務所 調査第一課 

宮城県土木部河川課 
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名取川→

宮 城 県 仙台市

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

堤防強化

名取市

河道掘削 堤防強化

堤防強化

河道掘削

名取川水系流域治水プロジェクト【中間とりまとめ（案）】
～流域が一体となった治水対策・防災ネットワーク強化の推進～

■河川における対策
対策内容 河道掘削、堤防強化、川内沢ダム建設 等

■ソフト施策
・要配慮者利用施設の避難計画策定及び訓練促進
・「マイタイムライン」作成の普及促進
・自主防災組織の設置促進と人材育成 等

昭和25年8月洪水（実績被害）
全半壊27戸、流出家屋286戸、
家屋浸水4,542戸

○ 令和元年東日本台風では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、名取川水系においても、事前防災対策
を進める必要があり、以下の取り組みを実施していくことで、国管理区間においては、名取川の堤防が決壊し、流域で甚大な被害が発生し
た戦後最大の昭和25年8月洪水と同規模の洪水を安全に流下させ、流域における浸水被害の軽減を図る。

凡例

堤防強化

河道掘削

浸水想定範囲（昭和25年8月洪水と同規模想定）
浸水想定範囲（計画降雨規模想定）

大臣管理区間

川内沢ダム
（建設中）

緊急河川敷道路■流域における対策
・下水道等の排水施設
・河川への流出を抑制する雨水貯留施設整備等の推進

・利水ダム等７ダムにおける事前放流等の実施、体制構築（関係
者：国、宮城県、東北電力（株）、土地改良区など）

雨水調整池・雨水幹線整備

川内沢川堤防整備

堤防強化

堤防強化

雨水ポンプ場増強

岩沼市
村田町

川崎町

雨水ポンプ場整備

宮城県

位 置 図

名取川

岩手県

山
形
県

福島県

秋田県

太平洋

【仙台市】

【名取市】

【仙台市】
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↑
←

安
達
太
良
川

令和元年10月13日12時頃

【令和２年度版】阿武隈川水系流域治水プロジェクト【中間とりまとめ（案）】
～本川・支川の抜本的な治水対策と流域対策が一体となった総合的な防災・減災対策～

○ 令和元年東日本台風で甚大な被害が発生した阿武隈川水系では、阿武隈川緊急治水対策プロジェクトに加え、以下の取り組みを実施してい
くことで、国管理河川においては、戦後最大の令和元年東日本台風洪水と同規模の洪水を安全に流下させ、堤防からの越水を回避し、流域
における浸水被害の軽減を図る。

東北自動車道

郡山市 須賀川市

二本松市

桑折町

国見町

福島市

本宮市 遊水地

伏
黒
水
位
観
測
所
▲

河道掘削
国道４号

国
道
１
３
号

国道３４９号
県
境

128.0k

矢吹町

河道掘削

福島市

鏡石町

二本松市

60.0k

80.0k

90.0k

110.0k

120.0k
140.0k

150.0k

100.0k

70.0k

福島県
谷田川堤防強化

濁川堤防整備

堤防整備

藤田川堤防強化

河道掘削

滝川堤防整備

佐久間川堤防整備

郡山市

須賀川市
玉川村

磐
越
自
動
車
道

【県】

【県】

【県】

【県】

【県】 【県】

河道掘削

堤防整備

【県】

本宮市

安達太良川堤防整備

堤防復旧

広瀬川堤防整備・河道掘削

伊達市

安達太田川堤防整備・河道掘削

移川堤防整備・河道掘削

【県】

山舟生川堤防整備・河道掘削

【県】 【県】

【県】塩野川堤防整備

河道掘削
130.0k

堤防強化

堤防強化
堤防強化

堤防強化

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

凡例

堤防整備

堤防強化

河道掘削

浸水想定範囲（昭和61年8月洪水と同規模）
実績浸水範囲（令和元年東日本台風）

大臣管理区間

仙台東部道路

国
道
１
１
３
号

丸森町

柴田町 国
道
4
号

国道4号

角田市

河道掘削

宮城県

仙
台
南
部
道
路 亘理町

20.0k

5.0k

10.0k

15.0k

25.0k

30.0k 35.0k

40.0k

45.0k

50.0k

太平洋

新川堤防整備・河道掘削

内川堤防整備・河道掘削

雉子尾川堤防整備・河道掘削

五福谷川堤防整備・河道掘削
高倉川堤防強化

岩沼市

【権限代行(国)】

【権限代行(国)】

【権限代行(国)】

【県】

【県】

半田川堤防強化・河道掘削

排水機能の強化
(排水機場の電源二重化)

【県】

【県】

小田川堤防整備・河道掘削

堤防強化

堤防強化

雨水調整池・幹線整備
雨水ポンプ場・放流管等整備

雨水調整池整備

排水施設・雨水幹線整備

千五沢ダム
（再開発中）

雨水幹線の整備・排水樋門

雨水貯留管・雨水幹線整備・
排水樋門・住宅等における貯留

幹線整備・雨水ポンプ場・
住宅等における貯留

雨水ポンプ場逢瀬川堤防整備・河道掘削

【県】

釜房ダム

蔵王町

七ヶ宿町

山元町

村田町

大河原町

白石市

川崎町

■流域における対策
・浸水リスクを考慮した立地適正化計画の展開
・河川への流出を抑制する雨水貯留施設整備等の推進
・雨水幹線の整備
・利水ダム等１６ダムにおける事前放流等の実施、
体制構築（関係者：国、宮城県、福島県、沿川市
町、東北電力（株）、土地改良区など） 等

■ソフト施策
・危機管理型水位計及びカメラの設置及び避難体制の構築
・ハザードマップの見直し
・要配慮者利用施設も含めた避難計画策定及び訓練促進
・「マイタイムライン」作成の普及促進
・自主防災組織の設置促進と人材育成
・支川や内水を考慮した「複合的なハザードマップ」作成 等

■河川における対策
対策内容 河道掘削、堤防整備、遊水地整備、

千五沢ダム再開発 等

【須賀川市】

【郡山市】

【本宮市】【福島市】

【岩沼市】

【大河原町・柴田町】

【角田市】
【丸森町】

名取市

国見町

大玉村

阿武隈川

宮城県

福島県

位置図
排水施設耐水化

【亘理町】

雨水幹線整備

【白石市】
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